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検証体制と検討スケジュール

１ 検証体制

京都府防災会議「地域防災の見直し部会」

澤田 純男 京都大学防災研究所 教授 地震工学

鈴木 進吾 防災科学技術研究所 主幹研究員 津波防災

多々納 裕一 京都大学防災研究所 教授 水資源計画・管理

藤田 正治 京都大学防災研究所 教授 砂防工学・土砂水理学・河川工学

牧 紀男
京都大学防災研究所 教授 防災計画（部会長）

京都府防災会議「集中豪雨対策部会（ソフト部会）」

川池 健司 京都大学防災研究所 准教授 内水氾濫

戸田 圭一 京都大学経営管理大学院 教授 都市耐水

堀 智晴 京都大学防災研究所 教授 水害避難

牧 紀男
京都大学防災研究所 防災計画（部会長）

矢守 克也 京都大学防災研究所 教授 防災人間科学

※ 検証項目の内容に応じて、部会長が推薦する委員を適宜追加する。

○ 検討チームの設置
各検討課題について論点整理を行うため、検証会議の下に、テーマ別に府、市

町村、防災関係機関、ライフライン関連企業等で組織する検討チームを設置する。
検討チームの検討結果については、検証会議に報告することとする。

災 害 テーマ 構 成

平成３０年７月豪雨 避難行動につながる避難勧告等 京都府、市町村、気象台等
の発令のあり方

ダム操作やダム放流時の情報提 京都府、有識者、河川管理者
供のあり方 等

浸水・土砂災害対策 京都府、有識者

台風第２１号 大規模停電時の対応 京都府、有識者、ライフライ
ン事業者、警察本部

道路通行規制のあり方 京都府、警察本部、道路管理
者等

大阪府北部地震 外国人観光客等への情報提供の 京都府、鉄道事業者、旅館・
あり方 ホテル関係団体、観光協会等



２ 検討スケジュール

平成３０年１０月２３日 第１回検証会議 検討課題の整理、検討体制の確認等

１２月頃 第２回検証会議 論点整理・中間とりまとめ

平成３１年２～３月頃 第３回検証会議 報告書のとりまとめ

５～６月頃 京都府防災会議 府地域防災計画に検証結果を反映

※ ダム操作及び土砂災害対策については、別途国交省による四国地方のダム検証を踏ま
えるとともに、府による技術的検証を行うこととしていることから、来年５月末までに
改めて検証会議に報告、検証を行う。


